取  締  役  会  議  事  録

	開催日時
	

	開催場所
	

	取締役の総数
	

	監査役の総数
	

	議長
	

	特別の利害関係を有する取締役
	



上記のとおり出席があり、本取締役会は適法に成立した。定刻、代表取締役〇〇 〇〇は議長となり、開会を宣した。
議事の経過の要領及びその結果
第1号議案　当会社と取締役〇〇 〇〇との間の　　　　　契約承認の件
議長は、本議案について取締役〇〇 〇〇が特別の利害関係を有し、会社法第369条第2項により議決に加わることができない旨を告げた。同取締役は、本議案の審議及び議決に加わらず、その間退席した。
議長は、当会社が取締役〇〇 〇〇に対し、金　　　　　　　円を、期間　　　　　　　　　　　　　　、利率年　　％、　　　　　　　　　　　　の条件で貸し付けることについて、その内容及び当会社に損害を与えるおそれがないと判断した理由を説明し、承認を求めた。
審議の結果、議決に加わることができる取締役〇名のうち出席取締役〇名の全員一致をもって、本議案を原案どおり承認可決した。
（特別の利害関係を有する取締役　〇〇 〇〇）
報告事項　既承認の競業取引の結果報告の件
取締役〇〇 〇〇は、　　年　月　日の取締役会の承認に基づいて行った　　　　　　について、取引の相手方　　　　　　　　　　、取引金額　　　　　　　円、履行状況　　　である旨を、会社法第365条第2項に基づき報告した。

以上をもって本日の議事を終了し、議長は午前〇〇時〇〇分閉会を宣した。
上記の議事の経過の要領及びその結果を明確にするため、本議事録を作成し、出席した取締役及び監査役の全員が次に記名押印する。
　　　　年　　月　　日
	議長
会社名
代表取締役　　　　　　　　　　　　印
	
	出席
取締役　　　　　　　　　　　　印
取締役　　　　　　　　　　　　印
取締役　　　　　　　　　　　　印
監査役　　　　　　　　　　　　印



※　特別の利害関係を有する取締役は議決に加われず（会社法369条2項）、その氏名を議事録に記載します（会社法施行規則101条3項5号）。定足数の母数からも外して数えます。出席していれば、議決に加わらなかった取締役も署名又は記名押印の対象です。取引後は遅滞なく重要な事実を取締役会に報告します（会社法365条2項）。
テンプレート提供：士業AI（shigyo-ai.com）
